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段活用 ③上二段活用 ④下一段活用 ⑤下二段活用 ⑥カ
行変格活用 ⑦サ行変格活用 ⑧ナ行変格活用 ⑨ラ行変格
活用」の九種類であるが、口語文法では「①五段活用 ②上一









































































































① 五段活用  
未然形  第四か第五かをうまくそらからごまかされた 
  「第四梯形」283 頁 6 行目 
未然形  このひとはもう行かうとする   
「小岩井農場」99 頁 3 行目 
連用形  金皮のまゝたべたのです   
「真空溶媒」39 頁 12 行目 
終止形  銀杏なみきをくぐつてゆく   
「真空溶媒」35 頁 11 行目 
連体形  死ぬよりしかたなかつたでせう   
「真空溶媒」40 頁 7 行目 
仮定形  ひばりのダムダム弾がいきなりそらに飛び出
せば          「風景」24 頁 3 行目 
命令形  しづまれ しづまれ 五間森   
「風景とオルゴール」271 頁 1 行目 
② 上一段活用  
未然形  フロツクコートは着られるものでない   
「風景観察官」125 頁 1 行目 
連用形  ひかりの山を見てゐたのだ   
「印象」128 頁 5 行目 
終止形  すすきはきらつと光つて過ぎる   
「雲とはんのき」259 頁 9 行目 
連体形  ひとりの修羅に見える筈だ   
「東岩手火山」167 頁 3 行目 
仮定形  あんまり長い尾をひいてうららかに過ぎれば   
「小岩井農場」88 頁 5 行目 
命令形  ざまを見ろ じつに醜い泥炭なのだぞ   
「真空溶媒」49 頁 2 行目 
③ 下一段活用  
未然形  おまへはじぶんにさだめられたみちを   
「無声慟哭」187 頁 9 行目 
連用形  吠えてこつちへかけてくる   
「犬」168 頁 5 行目 
終止形  むかふの湿地 青い蘆のなかに降りる   
「白い鳥」202 頁 5 行目 
連体形  枝も裂けるまで実つてゐる   
「火薬と紙幣」287 頁 4 行目 
仮定形  口笛を吹き また新しい濃い空気を吸へば   
「火薬と紙幣」285 頁 11 行目 
命令形  悪い瓦斯はみんな溶けろ   
「真空溶媒」47 頁 11 行目 
④ カ行変格活用  
未然形  うしろからはもうたれも来ないのか   
「小岩井農場」67 頁 12 行目 
連用形  わたしたちがいつしよにそだつてきたあひだ   
「永訣の朝」182 頁 4 行目 
終止形  雲は来るくる南の地平   
「青い槍の葉」120 頁 7 行目 
連体形  草地の黄金をすぎてくるもの   
「春と修羅」15 頁 4 行目 
仮定形  風が口笛をはんぶんちぎつて持つてくれば   
「風景とオルゴール」269 頁 2 行目 
命令形  雲の棘をもつて来い はやく   
「陽ざしとかれくさ」21 頁 5 行目 
⑤ サ行変格活用 
未然形  第四次延長のなかで主張されます   
「序」8 頁行目 
未然形  そしてわたくしはほんたうに挑戦しよう   
「青森挽歌」217 頁 2 行目 
連用形  プリズムになつて日光を反射し   
「樺太鉄道」242 頁 3 行目 
終止形  たれだつてみんなぐるぐるする   
「青森挽歌」214 頁 5 行目 
連体形  小学校長をたかぶつて散歩することは   
「霧とマツチ」118 頁行目 
仮定形  あくびをすれば   
「休息」29 頁行目 





 ・いゝえ 露がおりればなほります   
「真空溶媒」45 頁 10 行目 
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・見えるやうにさへなればいいんです   








 ・言はないなら手帳へ書くのだ   
「風林」196 頁 4 行目 
 ・真鍮棒もみえなければ   
「青森挽歌」208 頁 7 行目 
 ・アマルガムにさへならなかつたら   





未然形  どんなにわたくしがうらやましかつたらう   
「松の針」185 頁 10 行目 
  終止形  すつかりぬれた 寒い がたがたする   
「小岩井農場」106 頁 6 行目 
  連体形  そらからおちた雪のさいごのひとわんを  
 「永訣の朝」181 頁 7 行目 
  仮定形  夜が明けたら見えるかもしれませんよ   





・岩頸だつて岩鐘だつて   
「雲の信号」22 頁 8 行目 
・うう ひどい風だ まゐつちまふ   
「真空溶媒」45 頁 12 行目 
・おまへもさつぱりらくぢやない   







 ・しかし馬車もはやいと云つたところで   
「小岩井農場」72 頁 12 行目 
 ・ここでみるやうなゆめをみてゐたかもしれない   
「青森挽歌」217 頁 9 行目 
 
 ・そんなことでだまされてはいけない   
「小岩井農場」110 頁 9 行目 
 ・おまへはまだここでくるしまなければならないか   








・ちよつとお訊（ぎ）ぎ申しあんす   
98 頁 5 行目 
・盛岡行ぎ汽車なん時だべす   
98 頁 6 行目 
・三時だたべが   
98 頁 7 行目 
・燕麦播ぎすか   
99 頁 5 行目 
・あんいま向（もご）でやつてら   
99 頁 6 行目 
・こやし入れだのすか   
100 頁 2 行目 
・堆肥ど過燐酸どすか   
100 頁 3 行目 
・あんさうす   
100 頁 4 行目 
・ずゐぶん気持のいゝ処（どこ）だもな   
100 頁 5 行目 
・あの鳥何て云ふす 此処らで   
101 頁 10 行目 
・ぶどしぎて云ふのか   
101 頁 12 行目 
・あん 曇るづどよく出はら   
102 頁 1 行目 
・三時の次あ何時だべす   
102 頁 5 行目 
・五時だべがゆぐ知らない   
102 頁 6 行目 
・降つてげだごとなさ   
104 頁 6 行目 
・なあに すぐ霽れらんす   
104 頁 7 行目 
・うな いいをなごだもな   
105 頁 3 行目 
・おらも中（あだ）つでもいがべが   
105 頁 10 行目 
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・いてす さあおあだりやんせ   
105 頁 11 行目 
・汽車三時すか   
105 頁 12 行目 
「高原」４か所 
・海だべがどおらおもたれば   
127 頁 1 行目 
・やつぱり光る山だたぢやい   
127 頁行 2 目 
・髪毛風吹けば   
127 頁行 4 目 
・鹿踊りだぢやい   
127 頁行 5 目 
「東岩手火山」６か所 
・後藤又兵衛いつつも拝んだづなす   
158 頁 3 行目 
・先生 中さ入つてもいがべすか   
161 頁 1 行目 
・あんまりはねあるぐなぢやい   
165 頁 7 行目 
・汝（うな）ひとりだらいがべあ   
165 頁 8 行目 
・子供等（わらしやど）も連れでて目にあへば   
165 頁 9 行目 
・汝（うな）ひとりであすまないんだぢやい   
165 頁 10 行目 
「永訣の朝」７か所 
・あめゆじゆとてちてけんじや   
179 頁 8 行目 
・あめゆじゆとてちてけんじや   
179 頁 11 行目 
・あめゆじゆとてちてけんじや   
180 頁 5 行目 
・あめゆじゆとてちてけんじや   
181 頁 3 行目 
・うまれでくるたて   
183 頁 5 行目 
・こんどはこたにわりやのごとばかりで   
183 頁 6 行目 
・くるしまなあよにうまれてくる   
183 頁 7 行目 
「松の針」１か所 
・まるで林のながさ来たよだ   
185 頁 7 行目 
「無声慟哭」５か所 
・おらおかないふうしてらべ   
188 頁 3 行目 
 
・うんにや ずゐぶん立派だぢやい   
188 頁 8 行目 
・けふはほんとに立派だぢやい   
188 頁 9 行目 
・それでもからだくさえがべ？   
189 頁 3 行目 
・うんにや いつかう   
189 頁 4 行目 
「風林」８か所 
・ああ おらはあど死んでもい   
194 頁 8 行目 
・おらも死んでもい   
194 頁 9 行目 
・此処（こご）あ日あ永あがくて   
197 頁 1 行目 
・一日（いちにぢ）のうちの何時（いづ）だがもわがらない 
で…                  197 頁 2 行目 
・手凍（かげ）えだ   
197 頁 6 行目 
・手凍えだ？   
197 頁 7 行目 
・俊夫ゆぐ凍えるな   
197 頁 8 行目 
・こなひだもボダンおれさ掛げらせだぢやい   
197 頁 9 行目 
「青森挽歌」２か所 
・耳ごうど鳴つてさつぱり聞けなぐなつたんぢやい   
214 頁 6 行目 
・黄いろな花こおらもとるべがな   
218 頁 6 行目 
「噴火湾(ノクターン)」５か所 
・おらあど死んでもいゝはんて   
251 頁 5 行目 
・あの林の中さ行ぐだい   
251 頁 6 行目 
・うごいで熱は高ぐなつても   
251 頁 7 行目 
・あの林の中でだらほんとに死んでもいいはんて 
251 頁 8 行目 
・栗鼠お魚たべあんすのすか   



























つてもいがべすか   
「東岩手火山」161 頁 1 行目 
・えゝ おはひりなさい 大丈夫です   
「東岩手火山」161 頁 2 行目 
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